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経済産業省商務情報政策局
情報技術利用促進課

金杉 祥平

中小企業におけるAI導入の活用・促進
～経済産業省の取組と事例紹介～
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はじめに 経済産業省のミッションと目指すべき職員像
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本日の講演でお伝えしたいこと

１．中小企業向けAI導入ガイドブックについて

２．AI Questについて
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近年の技術発展に伴い、AIはより実用的かつ利用しやすい技術になっている

技
術
面
の
発
展

民
主
化
度
合
い
の
向
上

Googleが
猫を認識できる
AIを開発

AIの画像認識が
人の精度と同等
水準まで向上

AlphaGoが囲碁
の名人に勝利

ハーバード大が
手術をせずに乳
がんを発見可能
なAIを開発

無料でAI開発に使用できる
ツール(ライブラリ)が公開

クラウド上での機械学習が
広く利用されるようになり、
高価なPC環境が不要に

プログラミング知識不要か
つ月数千円で利用可能な
AIが市場に出回り始める

+

2014

2015~

+

20162012 2016

2018~2013~

2016

テスラが販売車
に自動運転機能
を搭載

資料: 記事検索
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実際に、中小企業におけるAI導入インパクトとして、2025年までに経済効果11兆円・
労働人口効果160万人相当を最大で推計

 5  11 4 3 2 1  7

 製造業

 6  13  19 8  12 9  10

 卸・小売業

 サービス業

 建設業

 資料: 中小企業実態基本調査平成30年確報、令和元年度戦略的基盤技術高度化・連携支援事業 中小企業サーベイ(2020年1月実施)

1. 個人事業者(中小企業全体に占める売上は5%)は推計より除外
2. 「宿泊業、飲食サービス業」「生活関連サービス業、娯楽業」「学術研究、専門・技術サービス業」「サービス業(他に分類されないもの)」を含む
3. 中小企業実態基本調査の調査対象業界の内、4業界を除く業界(情報通信業、運輸業、郵便業、不動産業、物品賃貸業)
4. AI導入領域11: 問い合わせ対応の自動化、12: 新規商品・サービス開発最適化、13: 顧客コミュニケーションの効率化、14: 製造工程の自動化、15: コーポレート業務最適化、16: 運送ルート・積載計画最適化、17: 小売価格最適化、18: 製造工程効率化、

19: 投資計画の最適化

 課題に
対応するAI
導入領域4

AI導入インパクト推計
4業界にその他業界2を加えた全業界

 経済効果

 労働人口
効果

2022年 2025年

 2兆円

 29万人

 11兆円

 157万人

 人件費最適化による経済効果を、
1人当たり人件費約370万円
(例: 給与、福利厚生)で除算し算出

 予知保全  需要予測  経理関連
業務
効率化

 データ
マーケ
ティング

 不良箇所
自動検出

 企業間
商談の
効率化

 人事
業務
最適化

 調達の
最適化

 棚割り・
店舗レイ
アウト
最適化

 経費精算・
給与支払い
業務自動化

AI導入領域X業界毎の中小企業における経済効果推計1

2025年; 4業界(製造、建設、卸・小売、サービス2業の合計、その他業界3除く);
面積は経済効果額(兆円)の比率。横軸：領域毎の比率、縦軸：同一領域内での業界毎の比率

 ・・・

 

業

界

令和元年度戦略的基盤技術高度化・連携支援事業報告書抜粋
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しかし、現状ではサーベイを通じた中小企業における平均AI導入率(導入が決定して
いる未導入企業含む)は3%未満にとどまっている

 2.6

 検討中・検討
したことがある

 82.5

 1,981社

 14.9

 検討したことが
ない

 導入している・
導入予定

3

2

6

4

13

17

17

28

85

82

77

68

 507 6~20人

 73

 2~5人

 21~50人

 50人以上

 100% =

 130

 1,272社

 資料: 令和元年度戦略的基盤技術高度化・連携支援事業 中小企業サーベイ(2020年1月実施)

2

1

3

4

17

12

12

17

81

87

85

79

 卸売り・
小売業

 建設業

 製造業

 689 サービス業

 100% =

 553

 399社

 341

 小売は売掛・買掛業務、サービスはWebマーケティン
グに関する導入率・検討率が高い…これらのAIシス
テムはニーズ・汎用性ともにも高い可能性

 業界別  規模別(従業員数) 全 体

令和元年度戦略的基盤技術高度化・連携支援事業報告書抜粋

 %
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AI導入で失敗する例

 １．目標がない

 ×AIを導入することが目標

 ２．現場を巻き込まない

 現場の声を聞きながら進めないと現場から反対にあってしまう。

 関係者間でしっかりプロジェクトのゴール・目標を共有しあってから推進しましょう。

 ３．データがない

目的・目標を達成しうるデータがあるか確認が必要。

例）解約モデルの分析を行おうとしたが、解約した場合はデータ削除してしまうので
そもそもデータがない。
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AIの定義およびAI技術によってできること

 AIとは?

 Artificial Intelligenceの略
(日本語では人工知能)
 様々な定義があるものの…
 人間の思考プロセスと

同じような形で動作する
プログラム

 人間が知的と感じる
情報処理・技術全般

 現在AI技術によってできることの例

 

識

別

 

予

測

 

実

行

 資料: 総務省平成28年版情報通信白書

売上げ
データ

在庫データ

市場データ

売上げ
予測

AI
最適なシフト・
仕入れを提案

AI データ化
「あ」という
文字として認識

「あ」

AI

AI 分 析

AI 実 行

 中小企業へのAI活用例

不良個所を検出

AI技術が現場で実用化される
領域は、大きく「識別」「予測」
「実行」の3つに大別される

 フォーマットの異なる発注書や領収書を自動で
読み込み、データ化

 言語処理
 例) 手書き文字の認識

 売上げ予測に基づき原材料の仕入れ量を自動算出 予測
 例) アイスクリームの売上げが高くなるのはどんな日か

 不良品をラインから除外 最適な行動の実行
 例) お掃除ロボットが最適なルートを計算し、掃除を実行
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 AI

AIを活用した外観検査 – AIに良品・不良品の特徴を学習させ、不良品を検出させる
ことで、検査工程の効率化が可能

 AIが良品・不良品の特徴を学習
 実際の検査で製品の画像を基にしたAIが自動
で良品・不良品を仕分け

 良 品  不良品(スレ)  不良品(欠け)
 A  B  C  D  E

 判断

 学習したAI

 学習

 良品・スレ・欠け
の特徴を把握

良品の特徴
不良品(スレ)の特徴
不良品(欠け)の特徴

 撮影した画像を
パソコンに送信

 AI

 良品

 不良品

 判定結果

 撮影した画像を
パソコンに送信

 A  C  D

 B  E
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外観検査AI導入例

 カメラ

 除外機

 整列機

 整列機で製品の表面が
上になるよう並べる 撮影した

画像データ

 ベルトコンベア

 パソコン

 不良品判定の場合
は、除外機を作動さ
せる信号が出る

 5mm
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中小企業向けAI導入ガイドブックについて
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中小企業向けAI導入ガイドブックの説明

 背景と課題意識

 2020年度は、外観検査
AIと需要予測AIについ
て3冊の導入ガイドブッ
クを作成

 AIの技術的な進化とともに安価で手軽なツールが出てきており、
利便性も向上

 中小企業へのAI導入による経済的効果見込みは2025年までに11兆円。人手不足解
消や技術継承等、中小企業が抱える課題にもAIは有効

 一方、AIの企業への導入率は3%と低い。多くの中小企業はAIの機能や効果について
の理解が不足。AIに関する知識を有する人材はITベンダーに偏在しているが、個々の

中小企業に営業する経済性は合わないため、中小企業が導入ノウハウ等へアクセス
する機会は非常に限定的

 リソースに限りのある中小企業でも効果の見込める導入ノウハウを、
ガイドブックとして体系化。AIに関する専門知識なしでも分かるような
形にすることで、中小企業主体の導入を目指す

 社会実装のインパクトが大きなAI導入領域においてガイドブックを作

成することで、類似の課題を抱える中小企業が広く同一のガイドブッ
クを活用できることを期待

 テーマとして、①外観検査（部品、不良品あり）、②外観検査 (部品、
良のみ 部品、良のみ )、③需要予測(小売り、卸業)の３種類を策定

 AI導入ガイドブックの目的

 中小企業におけるAIの導入状況と障壁

 AI導入済
み企業
(20年1月
調査時点)

 「AI」を認知して
いる中小企業

 AIを詳細理解し
導入ニーズのあ
る企業

 3%100% 60%

AIを開発・運用するリ
ソース(資金・データ・
人材)が社内に不足

 経営層のAIへの詳細
理解と自分事感のなさ

 日本全国の
中小企業

 360万社

AI Questの取組で得られた知⾒を活⽤して、中⼩企業がAIを導⼊する際のノウハウをまとめた「中⼩企業向けAI導⼊ガイドブック」を取りまとめた。

https://www.meti.go.jp/press/2020/03/20210331010/20210331010.html
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AI導入に必要なステップを網羅的に説明
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AIを現場に導入した際のイメージを、実際の導入事例を基にイラスト化
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画像データ撮影の際の注意点を説明
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画像データ撮影のよくある間違いを、実際の写真を使用して例示
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AI導入に必要な機材の一覧と、価格の相場を例示
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中小企業がAI導入に取り組む際に活用できるチェックシートを用意
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ガイドブックの活用方法(初期的)

 公益団体  中小企業関連  AI関連団体・企業  人材育成団体・企業

 活用の対象  活用方法

 実装のノウハウを
学んでもらう

 AI人材

 AI導入を
決定

 中小企業

 中小企業が導入
時に手引書として
活用

 AIに対する
一般的な理解

 メディア等、広く認
知を獲得するため
の材料

 AIの詳細な理
解と自分事化

 セミナーや勉強会
等、中小企業に
導入を促す場で
の材料

 有力中小
企業

 中小企業と
つながりの
ある人物

 AIソリュー
ション
提供企業

 AI関連
団体

 教育機関
(例: 大
学、高専)

 人材育成
プロジェク
ト・企業

 商工
会議所

 地方公共
団体
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AI導入企業からの激励

 AIは導入してからも日々改善が必
要。数年間の長期の取り組みには
なるが、確実に現場にとっての利益
があるので、是非頑張ってほしい

武州工業
林英夫 代表取締役 会長

 「経験と勘」に頼っていたことをAIで行
うことで、人間はもっと人間にしかでき
ない創造的な仕事ができるようになり
ます。以前に比べるとかなり安く・簡
単にAIを使える時代になってきている
ので、是非積極的に活用してほしい

グッデイ
柳瀬隆志社長

山本金属製作所
山本憲吾社長

 データ活用、AI導入は単なる改善活
動ではなく、製造業にとって、
生産プロセスの革新と考えます。日
本のものづくり現場にこそ、大きな
チャンスがあると信じてるので、もっと
仲間を増やしていきたい

 働き方改革・資材高騰・品質保証…
 製造業の経営環境は厳しくなる一方、
 それでもなお利益を出し続けなければなりません。
 AIは単なる省人化ではなく、検査精度の向上、
ロスコスト削減など、
 製造業にとって救世主となる可能性を秘めています。
 一朝一夕にはいきませんが是非挑戦してみてください。

ヨシズミプレス
吉住研 専務取締役
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導入事例: 墨田加工(1/2)
墨田加工株式会社
 資本金4,000万円、従業員約100名
 業種 製造業基礎素材型 プラスチック加工
 AIを適用した製品: 3cm程度の円筒状プラスチック加工品

 企業概要

 導入前  導入後

 1ヵ月当たり約4,320個を目視検査

 検査員2名で3日間2の検査を実施
 目視検査の時間2が36%削減

 業務の
変化

 数千個も同じ製品の細かい傷を
見続けるのは眼が疲れるし…

鈴木洋一社長

 製品を箱より取り出
し、AIが入った検査機
械に人手で製品を
セット。AIがOK・NGを
判断

 OKと判断された
ものは良品として
そのまま出荷

 NGと判断された
ものから良品を
除くため、再度検
査員が目視検査

 AIの検査を待つ
間、AIで検査できな
い部位(製品内部
等)を目視検査

1. 梱包や休憩時間を含む
2. 目視で製品を検査している時間のみ。梱包や休憩を除く
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導入事例: 墨田加工(2/2)

 効 果

36%の目視検査時間1が削減

 リソース 導入期間 約70日導入費用 約15万円

12.0

7.7

 導入前

 導入後

-36%

社内でプログラミングができる人材 0人

事前に用意していたデータ材 なし

品質管理担当者

 目視検査の「中心視」で重要箇所をAIに
託すことで、検査員は別箇所を「周辺視」
で済むことになり疲労軽減、見逃し低減、
検査精度向上に繋がると期待は大きい

 “人”の熟練度合にかかわらず導入直後
から安定した結果が得られる点が最大の
メリット。AIの判定結果から人が学ぶこと
も可能

 技術継承の促進・若手の育成

 従業員の満足度向上

品質管理担当者

 『AIを活用する事により、検査員の目視
検査時間削減。合否のバラツキ。ヒュー
マンエラーがなくなる事を期待できる

 月当たり目視検査時間(時間)

1. 目視で製品を検査している時間のみ。梱包や休憩を除く

副工場長
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予知保全AI導入事例: 山本金属製作所(1/2)

 株式会社 山本金属製作所
 資本金8,000万円、従業員107名
 主な事業内容: 金属の精密切削加工・計測評価

 切削点近傍の温度・加速度や主軸モーター負荷、水溶性切削液の
温度・濃度・pHを測定するための機材・AIモデルを自社開発。リア
ルタイムで加工状況の異常(正常状態からの乖離)をAIで判断

 刃物の摩耗や破損を検知し、適切な時期で交換したり、異常検知
後瞬時に加工を停止することで、不良品の発生を最小化。不良品
発生による納期遅れを防止

 工作機械を監視が不要になった結果、他の高難易度・高生産付加
価値業務に注力することが可能に(生産付加価値額15%増加)

山本憲吾社長

 工具の摩耗・破損後も工作機械が
加工を継続するため、大量の不良
品が発生。別の工具の破損や、
工作機械の故障を誘発することも
あった

 作業員最低1名が、常に工作機械
の稼働状況を監視

 使用後の刃物  作業員による刃物の摩耗
状態確認  使用刃物の削減

 作業員は高難易度・
高付加価値業務に専念

切削点近傍の温度・加速度
測定用工具ホルダー
MULTI INTELLIGENCE®

水溶性切削液の
温度・濃度・pH測定
COOL-i®

AIによる
異常判断温度センサー

加速度センサー

 資料: 中小企業ヒアリング

 企業概要

 業務の
変化

 導入前  導入後

AI導入に対して、作業員は非常に極
的。単純作業が大幅に削減され、よ
り創造的で高難易度・高付加価値の
業務に時間を使ってくれている
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予知保全AI導入事例: 山本金属製作所(2/2)

 導入前後のコストの変化
材料費・工具費・マシンチャージ1の変化

 材料費  マシンチャージ 工具費

 導入に対する現場の声

 属人的な経験値の判断基
準をデジタル化し、AI活用
する事により、今後も製造
プロセス革新に大いに期
待が持てます

 (現場監督者)

 最初はAIに異常検知が可
能かどうか不安でしたが、
検知精度の高さに驚きま
した

 (熟練オペレーター)

 AIに異常検知を任せ、他
業務に専念できるようにな
りました。今後、より高度
な技術の習得に挑戦して
いきたいです

 (新人オペレーター)
 1ヵ月総額 25%削減

1. 稼働1時間あたりの稼働コスト。減価償却費、メンテナンス費等含む

 資料: 中小企業ヒアリング
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需要予測AI導入事例: グッデイ(1/2)

 企業概要

 業務の
変化

 株式会社 グッデイ
 資本金 5,000万円
 従業員1,500名
 ホームセンターの経営

売上計画
策定

経営層
との対話

在庫管理

 10人以上の
仕入れ担当者
が独自の方法
で年間約900
の仕入れ計画
を策定

 過去の売上や
天気情報を
基に売上をAI
予測

 気温の見込
み・予測のロ
ジックが属人
的で、会話が
噛み合わない

 AIの予測に基
づく生産的な
会話が可能に

 予測モデルに
 従って仕入を
 調整します

 気温が高い
場合と低い場合
をシミュレーション
して､合理的な
予測を行おう

仕入れ担当経営者

 仕入れ先への
返送等、在庫
管理業務が
発生

適切な在庫

 在庫の削減に
より、在庫
管理業務が
大幅に減少

 来年は平年
よりも暑いので、
仕入れは増やし

ます

 今回の仕入れ
計画の根拠は?

仕入れ担当経営者

過剰な在庫

 より価値のある
業務に時間を
使えるように

• 新しい売れ筋
商品の創出

• 店舗での接客

• 売り場の改善

柳瀬隆志 社長
AIを活用することで､需要予測がで
き､仕入れの標準化が可能になった

仕入れ担当
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需要予測AI導入事例: グッデイ(2/2)

社内でプログラミングができる人材 1人

事前に用意していたデータ 5年分の売上データ
1. ツールの選定等の検証期間は除く。モデル構築のみの期間

 AIを活用している先進的な
会社ということを、採用説明
会でアピールできる

 (採用担当)

 人材の採用・
ひきつけ

売上前年比 124%

 季節品の仕入れ計画の策
定は経験と勘に基づいてい
たが、AIによる予測のおか
げで定量的に判断できるよ
うになった

 (バイヤー)

 従業員の
満足度向上

 気温の変化を事前にシミュ
レーションし､数字を元に議
論ができるため､議論の質
が上がった｡予測に基づい
た行動の精度も上がり､生
産性が向上した

 (役員)

 生産性向上

 売上増の中、過剰に発注することなく平均在庫
を低いレベルで抑えながら売上を伸ばせたこと
は、AIによる予測によるところが大きいと判断し
ています

(社長)

平均在庫 -16%

 効 果

 リソース

 技術継承の
促進・若手の
育成

 AIやデータ活用を更に進め
られるように､社内勉強会や
研修を行って､デジタル人
材を社内で育成できる

(人材育成担当)

導入期間1 1.5日導入費用 10万円
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AI Questについて



AI Quest（課題解決型AI⼈材育成事業）〜拡⼤⽣産性のあるAI・データ⼈材育成〜

 AI⼈材育成を進めるためには講師不⾜を、⼀⽅、企業の現場でAIを活⽤するためにはスキル・ノウハ
ウの不⾜を、解決することが必要。

 このため、企業の実例に基づいた課題解決型学習による実践的な学びの場を通じ、拡⼤⽣産性のあ
る⼿法でのAI⼈材育成と企業のAI活⽤促進を同時に⽬指す、「AI Quest」の実証を⾏い、成果を
国内外へ展開する。

PBL（Project Based Learning※）を⽤いた
拡⼤⽣産性のある実践的な⼈材育成プログラム

AI Quest

※実際のデータを基にしたプロジェクトを解くことによる実践的な学習形式のこと

事業イメージ

受講・連携

単位
互換
(任意) 修了後、企業への就職、

AIスタートアップの起業等を想定

課題・データ提供元企業
（地⽅版IoT推進Lab等を活⽤）

課題・データ提供元企業
（地⽅版IoT推進Lab等を活⽤）

課題・データ
提供

課題の解決策
の提供

⺠間教育機関(オンライン・通信を含む)・企業等⺠間教育機関(オンライン・通信を含む)・企業等

海外⺠間教育機関、海外⼤学海外⺠間教育機関、海外⼤学

国内⼤学・⾼専・専⾨学校国内⼤学・⾼専・専⾨学校

受講⽣

2019年度 2020年度以降

地⽅版IoT推進Lab等を活⽤した
地域の⼤学・企業との連携、全国展開育成⼿法・教材

の検討

スケジュール

AI⼈材連携による中⼩企業課題解決促進事業
2021年度予算額 5.5億円（６.２億円）
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これまでのAI Questの実績
 2019年度は学びあいの⼿法や教材について検証。 企業の実課題・データからなるケーススタディを教材に、

200名(学⽣100・社会⼈100)による、オンライン主体での議論、1－2週に⼀度対⾯でのレビュー会を実施。
 2020年度は1460名が応募、732名が参加。完全オンラインで実施。参加者の⼀部は東京、静岡、⼤阪、

岡⼭の企業6社と協働し、AIを⽤いた課題解決プロジェクトに取り組んだ。

PBL（Project Based Learning）

AI Quest

受講・
連携

習得・
実績 修了後、企業への就職、

AIスタートアップの起業等を想定

課
題
・
デ
␗
タ
提
供
元
企
業

課
題
・
デ
␗
タ
提
供
元
企
業

課題・データ
提供

課題の解決策
の提供

国
内
⼤
学
・
⾼
専
・
専
⾨
学
校

国
内
⼤
学
・
⾼
専
・
専
⾨
学
校

⺠
間
教
育
機
関
・
企
業
等

⺠
間
教
育
機
関
・
企
業
等

海
外
⺠
間
教
育
機
関
︑
海
外
⼤
学

海
外
⺠
間
教
育
機
関
︑
海
外
⼤
学

受講⽣の所属例

ケーススタディを中⼼とした
「実践的な学びの場」を提供

ビジネスから実装まで、学び合いながら実際のプロジェクトを疑似経験

教材
受講⽣による教え合い

講師による授業

＜

ケーススタディ
の流れ

学び⽅

事例①

⼩売業での
需要予測

スーパーマーケット運
営事業者が、過去の
売上データや気温等
のデータも⽤い、特定
の⾷料品の売上⾦額
を予測

従来、各店舗ごと
に⼈⼒で実施して
いた需要予測作業
を本部のAIに集約
することによる⼯数
削減を実現。

事例②

製造業での
需要予測

部品製造事業者が、
取引先から受ける内
⽰(数カ⽉後の発注
数の概算通知)につい
て、過去データから内
⽰のズレを予測し、将
来の受注量を精緻に
予測

対象とした製品の多
くで、需要予測の精
度が向上。

AIによる予測と実際
の発注数の誤差
が、内⽰と実際の発
注数の誤差の半分
以下となったケースも
存在

取組内容の概要 成果

※育成した⼈材31名と中⼩企業6社が約2ヶ⽉間、
オンラインでプロジェクトを実施
※中⼩企業とAI⼈材による課題解決事例
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/
AIutilization.html

〇実践的な⼈材育成プログラム 〇AI⼈材と企業の協働事例
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育成する⼈材のレベルイメージ

⼤半の参加者は⼀定のプログラミングの
スキルを保持 (2020年度)
• 受講資格は「Python/R等でデータ

解析・モデル構築ができる」こと
• 上記の基準を満たすことを、⼊学時

のテストや保有資格で確認

受講前のレベル

AI導⼊に必要な以下のようなスキルを
ケーススタディを通じて⼀気通貫で習得
• 要件定義
• AIモデルの構築
• 実装計画の⽴案／

企業へのAI導⼊の提案

AI Questの受講で⾝につく能⼒

AI導⼊の意向がある企業に複数⼈で⼊
ることで、AIモデルの試験的な構築(PoC)
が可能

(実⽤をする際には、企業側にて適宜
ベンダー等と連携をいただく想定)

受講後のレベル

1
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架空の企業へのAI導入プロジェクトを一気通貫で疑似体験できる独自教材で
“課題解決型”の学びを提供

各テーマごとに教材を⽤意
• 例︓"不良個所"の⾃動検出

教材表紙

AI課題 実装設計、プレゼン

ビジネス課題

受講者は実際に企業が保有しているようなデータを⽤いて、
AIモデルを構築。コンペ形式でその精度を競う

企業概要や社員インタビュー等、提供される架空の企業の
情報を元に、企業の課題抽出、要件定義を体験

受講者は構築したAIモデルをどのように実際の業務に組み込むか設
計。その上で、経営者にAI導⼊の意思決定を迫るフェーズを体験

1 2

3 4
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2020年度の教材テーマの例

材料調達の最適化

11
需要予測・
在庫最適化

22
機械・施設の
予知保全

33
不良個所⾃動検出

による検品作業
効率化

44

55
データマーケティング ⼩売価格最適化

66
加⼯内容の

図⾯解析による
⾃動⾒積り

77
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個人での課題取り組みに並行し、参加者間の学び合いの場も用意

Slackを通じた学び合いRemoを⽤いた、Saturday Salon
(交流会)

Zoomでの各課題振り返りイベント
(成績優秀者による発表)
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「 AI⼈材と企業の協働」の概要

6
社

多様な業種/所在の
6社が参加

31
名

31名の優秀なAI⼈材が参加
(1社あたり約5名チーム)

2
ヶ⽉

協働期間は2ヶ⽉程度
(事前のデータ準備等は必要)

0
円

企業/AI⼈材の双⽅が
無償で参加

完全
リモート

企業の現地に⾜を運ばずに
リモートで協働を完結

AI⼈材と
企業の協働

上記で育成したAI⼈材と、
中⼩企業が協働し、
実際の中⼩企業の
課題解決に取り組む

実施内容 各種データ(2020年度)

2
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2020年度の協働の成果①：ビジネス上のインパクト
所在

 岡⼭県

 静岡県

 東京都

 静岡県

 東京都

 ⼤阪府

業種
 ⼩売業
•スーパー
マーケット

 製造業
•⾃動⾞
部品

 製造業/
卸売業
•機械部品

 製造業
•樹脂加⼯

 製造業
•印刷業

 製造業
•⾦属部品
•センサー

実施テーマと内容
 需要予測

• 特定カテゴリの⾷材の需要を予測

 需要予測
• 取引先からの発注予告と実発注のズレを予測

 需要予測
• 取引先からの発注予告と実発注のズレを予測

 加⼯図⾯からの⾃動⾒積
• 樹脂の加⼯図⾯を元に⾒積を⾃動化

 ⼯数予測／⼯数最適化
• 印刷⼯程の⼯数を担当者/数量/作業毎に予測

 センサーデータを⽤いた環境分析
• 企業のセンサーデータを⽤いて環境分析を⾏い、

部屋や条件による換気頻度、時間を最適化

企業名

マルイ

城南電機
⼯業

⽯原⾦属
化⼯

プラポート

⽔上印刷

チトセ⼯業

今回対象の7品⽬で約380万円の削減効果の⾒込み
• 発注精度向上により年間約260万円の粗利益改善
• 630時間の発注業務削減(⼈件費換算120万円分)

全体としての予測精度は⼤きく改善
• 製品により、改善幅は異なるものの、改善幅が

⼤きいもので誤差率52%から24%に改善

発注のタイミングの予測を⾃動化した事で、
担当者の発注業務の時間を削減した他、属⼈性を排除

⾒積りの属⼈化解消と、⾒積り回答時間の短縮を⾒込む
• アシスタントなどの担当営業以外も、算出可能
• 回答時間が1時間→20分程度まで短縮可能

ビジネス上の効果

対象とした⼯程の合計で180時間/⽉の作業⼯数予測の
精度向上を⾒込む
• 誤差改善11分/件×作業件数980件/⽉=180時間/⽉

サービスに活⽤可能なレベルの環境分析AIを実装
• 環境が特定の条件(⼆酸化炭素濃度800ppm)となる

タイミングを±5分の誤差で100%認識
なお上記の成果が出た背景として、以下の3点が揃っていたことはご留意ください

• 1.AIで分析できるデータが⼀定揃っていたこと
• 2.企業側が協働に⼗分に関与してくださったこと
• 3.AI Quest 2020の参加者上位層が参加していたこと
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2020年度の協働の成果②：企業の皆様の意識変化

協働実施前 協働実施後

城南電機

⽔上印刷

プラポート

社内では、「AIが当社の業務上、本当に役に⽴つのか」と
懐疑的な雰囲気があり、AI導⼊の検討が進まない状況で
あった

AIについては、以前RPAを導⼊した時と同様に、導⼊前の
段階では社内ではAIが「⼈の仕事を奪うものになるのでは」
という懸念があり、導⼊に抵抗感を⽰す社員が多くみられた

PoCを実施する前の段階では、社内の担当者にAI導⼊プ
ロジェクトの経験がなかったため、「どの様なデータを渡すと、
どの様なアウトプットが出来上がるのか」、「プロジェクトの進
め⽅」など、AI導⼊プロジェクトのイメージが湧いていなかっ
た。

今回の協働を通して担当者のノウハウが増しただけでなく、
社⻑⾃らAI導⼊による可能性を⾒出し、結果的に社内の
AI導⼊への意識が前向きになった

協働の結果やその後の⼈の仕事の変化を体験する事で、
AIの導⼊は⼈の仕事を奪うものではなく、より成⻑分野に
時間を割く事ができ、事業の成⻑に繋がるものだという雰囲
気が醸成された

今回の協働の経験により、AIプロジェクトの推進ノウハウが
担当者に蓄積した事で、今後社内の別テーマでAIを検討
する際にも、ゴールや進め⽅が事前に想像でき、AI推進が
より加速すると感じている

協働に参加した企業からのコメント（抜粋）



Co
py

ri
gh

t 
©

 2
02

1 
by

 B
os

to
n 

Co
ns

ul
ti

ng
 G

ro
up

. 
Al

l 
ri

gh
ts

 r
es

er
ve

d.

今年度の実施事項

昨年度と同様に、AI Quest独⾃の
ケーススタディ型の教材を⽤い、
数百⼈の⼈材をオンライン上で育成

AI⼈材の育成1 AI⼈材と企業の協働2

①で育成したAI⼈材と、中⼩企業が
協働し、実際の中⼩企業の課題解決
に取り組む
• 今年度は、AIの構想・設計段階の

企業も対象とする
• 企業とAI⼈材をマッチングする

プラットフォームも試験的に運⽤

１

中⼩企業のAI導⼊を⽀援するためのガイドブック
を新規に3テーマ作成
• ②の協働を通じて得られた⽰唆も盛り込み

AI導⼊ガイドブックの作成3

2

 7⽉〜受講⽣募集開始、
 9⽉〜開講、来年1⽉末までの実施を予定

 8⽉中旬頃〜適宜協働開始し、
来年1⽉末までの終了を予定
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AI⼈材と
企業の協働

昨年度同様、
AI Questを通じて育成したAI⼈材と、
中⼩企業が協働し、実際の中⼩企業の
課題解決に取り組む

実施内容 詳細

今年度の「AI⼈材と企業の協働」実施内容

AI Questのケーススタディを修了し、基礎的なスキルを⾝に着けた受講⽣が、
3-5名が1チームとなり、中⼩企業の課題解決に取り組み
• 開始前に⾯談を実施し、企業側の判断でチームを選定可能
• 複数チームの受け⼊れも可能

「AIで何をやったらいいか相談したい」という初歩的な課題から、
実際にAI活⽤が実現可能かどうかの検証まで幅広く受け付け（次⾴詳述）

協働期間は2か⽉程度、企業とAI⼈材チーム間で定期的に進捗の共有・
相談をしながらプロジェクトを推進
• 各案件の⽬安︓テーマ選定のみ/1か⽉、AIモデル構築まで/2か⽉
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AI人材が対応しうるプロジェクトの種類とメリット (AI導入の段階別)

AI導⼊の段階
1. 構想段階︓

AIプロジェクト準備としての
課題把握/テーマ選定

2. 設計段階︓
AIプロジェクトの設計

3. 検証段階︓
AIモデル構築・精度検証

4. 実装段階︓
AI運⽤システムの

要件定義・設計・開発

5. 運⽤段階︓
AI運⽤システムの改善

企業の状態

 AIを活⽤するテーマが決まっていない
/ 業務上の課題が不明確

 テーマは決まっているが、プロジェクトの進め⽅が
具体化されていない

 プロジェクトは設計済みだが、想定しているAIの活⽤が
実際に実現可能かどうかわからない

 AIモデルは構築・検証済みだが、運⽤環境は
構築されていない

 既にAIモデルを運⽤しているが、改善は検討されていない

協働実施による企業側のメリット

 ⾃社に適したAI導⼊テーマを把握・選定することができ、議論
を通じてAI導⼊推進に必要な社内理解を醸成できる

 期待成果・コストの初期的な⾒⽴てや必要なデータ/環境等
の実施条件等を明確化することで、検討具体化できる

 AIモデルを実際に構築し、精度・処理速度を検証することで、
AI本格導⼊前に期待成果を把握できる

対象外
• AI⼈材と企業が合意した場合には、

適宜進めても良い
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対応可能な協働テーマの例

材料調達の最適化

11
需要予測・
在庫最適化

22
機械・施設の
予知保全

33
不良個所⾃動検出

による検品作業
効率化

44
55

データマーケティング ⼩売価格最適化

66
加⼯内容の

図⾯解析による
⾃動⾒積り

77
上記以外のテーマでも、内容・データ量等に応じて幅広く対応可能

• 昨年度の協働でも上記以外のテーマをカバー
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協働の進め方のイメージ（構想～導入まで実施した場合のサンプル）

協働前
協働期間 (2ヶ⽉程度)

初期 中期 後期
協働後

実施概要

受⼊企業にて
必要な対応

協働準備の実施
• 協働開始に向けた、

必要な題材の準備・社内
体制の整備等の実施

• 題材のデータセット確保
• 課題の検討等

 ※上記2点についても
⽀援が必要な場合は、
AI⼈材をご活⽤いただけます

キックオフmtgの実施
• 受講⽣交えて、協働の

スコープ・進め⽅を決定

開発要件定義、プロジェクト
設計の実施

• 現場課題や要求を
踏まえ、AI開発に向けた
要件定義・プロジェクト
全体設計を⾏う

• キックオフmtgのご参加
• AI⼈材との社内関係者

との引き合わせ

モデル構築・実装準備
• 設定した開発要件・

プロジェクト設計を踏ま
え、AIモデルの構築及び
実装を⾒据えた検証設
計・
仕組み構築を⾏う

• AI⼈材との定期的なご議論
– 週1回1〜2時間程度
– AI⼈材に本業/学業がある都合上、平⽇夜または休⽇でお願いする可能性がございます

• 受講⽣の要望に応じた情報／データ提供の実施
• その他協働の推進に当たって必要な受講⽣へのサポート・ご対応

現場でのPoCの提供
• 構築したAIモデルの

実⽤性を現場で試⽤

企業様への最終報告
• AI⼈材から企業へ

成果・提⾔をプレゼン

協働成果の⼀般公開
• 協働成果を経産省HP

にて対外的に公開

• AI⼈材からの最終報告
へのご対応

• 試験的な実装に向けた
連携 (必要な場合のみ)

ー• モデルの効果検証に係る
議論

今年度はマッチングPFを経由して
協働先のAI⼈材チームを選ぶ必要

(詳細は次⾴)
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協働実施に際して企業にご留意頂きたいポイント
 【協働における成果について】
• 1. 課題把握・AI導⼊テーマ選定~2. プロジェクト設計~3. AIモデル構築・精度検証の段階までの⽀援を無償で提供

– 但し、各案件の到達段階は協働開始時の企業のAI導⼊状況/ データ等準備期間に応じて変わる想定
• AI導⼊により、実務で活⽤可能な成果が出ないことも多く、成果を確約できない点にご留意頂きたい

– “AI⼈材育成プログラムの⼀環”での無償提供/期間限定である点、ご理解頂きたい
– AI活⽤の⽅向性/実現性可否が⾒えれば、協業の意義を感じていただける企業と連携させて頂きたい

【企業側のデータ提供について】
• 3. AIモデル構築・精度検証での協働実施の際は、⼀定程度の情報開⽰が必要になる旨、ご留意頂きたい

– 機密保持のため、開⽰内容/ 提供先は⼀定絞り、AI⼈材への誓約書記⼊を必須とする

【AI⼈材とのマッチング・協働期間中について】
• AI⼈材チームとの⾃動マッチングの後、必須の⾯談にて協働実施を最終判断頂く必要がある旨、ご留意頂きたい
• トラブル発⽣の未然策として、AI⼈材への誓約書記⼊を必須とする (例. 昨年度は途中辞退禁⽌とし、全員が最後まで参加)

【事務局の係り⽅】
• プラットフォーム上でのマッチング・協働期間中、企業-AI⼈材間のやり取りの仲介/ 第三者的サポートは原則実施しない

– 但し、トラブル発⽣等の対応は事務局が密に連携させて頂く

昨年度も同様の留意点を中⼩企業／AI⼈材の双⽅に事前に伝えた上で協働開始し、問題なく終了

協働にご関心のある方は、こちらまで連絡お願いします。<Yamaji.Kyoko@bcg.com>


